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平成２５年度　当 初 予 算
― 総額８４億円 ―

第４次総合計画後期基本計画の総まとめとして
　　　　　「元気な山北のまちづくり」の実現を目指します

平成25年度の当初予算が3月18日町議会で可決されました。
予算総額は84億0,449万円で前年度と比べて0.7%の増となりました。
このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は48億8,100万円、10の特別会計は合計で32億

8,878万円、水道事業会計は2億3,471万円となりました。
平成25年度の一般会計の予算は、財政調整基金からの繰り入れはせず、また、地方債の発行についても最小

限とするなど、身の丈に合った編成に努め、「山北町第4次総合計画後期基本計画」で定める事業を柱に、防災
減災対策として町民からの要望に対する取り組みを重点的に展開するなど、「元気な山北のまちづくり」を推進
する編成としました。

平成２５年度の予算規模と前年度の比較
（単位：万円）

会　計　名 平成２５年度 平成２４年度 増減額 増減率

一 般 会 計 48億8,100 49億0,000 1,900減 0.4%減

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億2,947 13億9,785 3,162増 2.3%増

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,788 1億5,716 72増 0.5%増

災 害 給 付 見 舞 事 業 879 900 21減 2.3%減

下 水 道 事 業 5億1,936 4億9,563 2,373増 4.8%増

町設置型浄化槽事業 1億7,651 1億6,924 727増 4.3%増

山 北 財 産 区 1,066 738 328増 44.4%増

共 和 財 産 区 1億0,547 8,967 1,580増 17.6%増

三 保 財 産 区 1,235 1,047 188増 18.0%増

介 護 保 険 事 業 8億5,629 8億2,455 3,174増 3.8%増

商 品 券 1,200 1,200 ― ―

　　特 別 会 計　計 32億8,878 31億7,295 1億1,583増 3.7%増

水道事業会計 2億3,471 2億6,966 3,495減 13.0%減

総   　　　額 84億0,449 83億4,261 6,188増 0.7%増
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１ 定住人口対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○山北駅北側元気づくりプラン推進事業

山北駅北側に定住促進住宅の建設。

○定住総合対策事業
子育て世代の転入の促進を図るため、住まいづくり応
援事業助成金（住宅利子補助金、空家活用助成金、新
築祝金）の支給や婚活支援を行う「やまきたＬＯＶＥ
婚」実行委員会への助成。

○東山北駅周辺魅力づくり推進事業
東山北駅周辺整備に向けた調査・研究。

２ 教育環境の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○教育環境の整備

川村小学校に門扉を設置。
老朽化した三保中学校体育館を整備改修。

○学校統合推進事業
中学校統合によるスクールバスの増便や統合中学校に
新しい緞

どんちょう

帳と校旗の整備。

○学校間交流事業
学校教育の充実を図るため、小学校間と中学校間の交
流を実施し、他の学校の児童生徒との交流と連携を促
進。

３ 子育て支援の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○子育て支援事業

他市町の保護者からも高い評価をいただいている「子
育て支援センター」の運営やファミリーサポート事業、
キッズカーニバル、出産祝金の支給などを実施。

○紙おむつ支給事業
出生から１歳になるまで紙おむつを支給。

「元気な山北のまちづくり」の実現に向けた重点的な取り組み

山北駅北側定住促進住宅イメージ

整備改修を行う三保中学校体育館

キッズカーニバルの様子
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○放課後児童クラブ運営事業
留守家庭児童の健全な育成を図るために川村小学校で学童保育を開始。

○母子保健事業
入院が必要な未熟児に対し、養育に必要な医療費の助成、妊婦健診などの実施。

○小児医療費助成事業の継続
中学校修了時までの医療費を助成。

４ 安全安心なまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○防犯関係事業

地域住民が自ら地域の安全安心を守る活動を支援するための防犯ジャンパーの配布やあん
しんメール、防犯灯設置助成などを実施。

○広域消防運営事業
小田原市消防本部に消防業務を委託して機能強化を図る。

○消防施設整備事業
消火栓の設置や消防ポンプ自動車の購入。

○防災対策事業
災害時に避難者へ迅速に対応するための避難者支援シ
ステムの導入。

○新東名対策事業
(仮称）新塩沢橋建設工事の対する負担金など。

○道路新設改良事業
社会資本整備総合交付金を活用し道路、橋りょうの整
備の実施。

○道整備交付金事業
道整備交付金を活用し道路の整備の実施。

○有害鳥獣防護柵等設置補助金
補助率を３/ ４に引き上げ実施。

５ 災害に強いまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○台風や集中的な豪雨に対応するため、

町民からの要望に対応する道路・河
川・水路の整備、補修を実施

（仮称）新塩沢橋の建設工事

町道嵐線の整備工事

水路を改修し道路拡幅を行う町道中里松原先線
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平成２５年度の重点施策
総 額 2 2 億 5 , 4 5 8 万 円

おもな事業　　山北町第４次総合計画で定める「７つの施策目標」

1 人と自然が共に生きるまちづくり（生活空間の整備）
・地域振興推進事業（町内循環バス運行、共和福祉バス助成、

中川地区土地利用調査）

・土地利用調査事業（土地利用計画改定調査等）

・山北駅駅舎活用事業

・定住総合対策事業（やまきたＬＯＶＥ婚実行委員会助成、
住まいづくり応援事業助成金（住宅利子補助金・空家活用
助成金・新築祝金））

・山北駅周辺魅力づくり推進事業

・東山北駅周辺魅力づくり推進事業

・山北駅北側元気づくりプラン事業（定住促進住宅の整備）

・新東名対策事業（（仮称）新塩沢橋建設負担金等）

・狭あい道路拡幅整備事業

・道路新設改良事業（谷峨跨線橋、町道洒水の滝入口線、 
町道中里松原先線等）

・ 道 整 備 交 付 金 事 業 
（町道深沢線、町道嵐線、
町道鍛冶屋敷高杉線、
町道共和清水線）

・ 都 市 公 園 整 備 事 業 
（河村城址歴史公園整備）

耐震診断を行う谷峨跨線橋

2 健康とゆとりの福祉のまちづくり（保健・福祉の推進）
・心の健康対策事業（心の健康維持のための相談等）

・福祉タクシー運行事業（調査、研究）

・高齢者見守り支援事業

・小児医療費助成事業（中学校修了まで無料化）

・子育て支援事業（親子教室の開催、子育て支援センターの
運営、出産祝金の支給）

・児童手当支給事業

・母子保健事業（妊婦健康診査の助成回数（１４回)の継続、
未熟児養育費助成等）

・山北診療所管理運営事業

・紙おむつ支給事業（出生から１歳になるまで）

・森林ふれあい健康セラピー運営事業

・予防接種事業（子宮頸がん、Ｈｉｂ（ヒブ）、肺炎球菌ワ
クチン接種、不活化ポリ
オ、四種混合接種）

・ 健 康 診 査・ 相 談 等 事 業 
（女性特有のがん検診委
託・助成の継続）

外出支援として運行する福祉タクシー

3 学習と文化の香り高いまちづくり（教育・文化の振興）
・英語補助教員設置事業　

・教育振興事業（小学校児童介助員、幼稚園児介助員等）

・給食事業（給食費補助金（平成26年度廃止。緩和措置と
して前年度の半額程度助成。）等）

・児童生徒援助事業（通学補助金の支給等）

・学校統合推進事業（学校統合の準備・検討、教育相談員の
設置、廃校舎等の利用検討調査、スクールバス運行委託、
閉校式助成等）

・学校間交流事業

・小中学校施設維持管理運営事業
（川村小学校門扉新設工事、統合
中学校緞帳、校旗等）

・三保中学校学校施設整備事業 
（三保中学校体育館整備工事)

・放課後子ども教室推進事業

・パークゴルフ場管理運営事業

中学校統合に伴うスクールバスの運行

広報やまきた　平成25年4月号　No.6985



7 町民参加の開かれたまちづくり（行財政の推進）
・広報紙発行事業（町民レポーター等）

・総合計画策定事業（第5次総合計画策定）

・電算管理運用事業（行政電算システムの運用等）　

・行政ホームページ推進事業

・町村情報システム共同運営事業

・戸籍住民基本台帳等管理事業（戸籍副本データ管理システ
ム導入、戸籍情報システム運用等）

6 個性豊かな魅力あるまちづくり（コミュニティの振興）
・地域づくり委員会開催事業

・町政連絡事業（自治会の運営支援等）

・コミュニティ活動拠点施設整備事業（集会施設等新築・改
築・補修補助事業）

5 地 域 の 特 性 を 生 か し た 産 業 振 興 の ま ち づ く り （ 産 業 の 振 興 ）
・水源環境・保全再生交付金事業（町有林・私有林整備、作

業道整備等）

・やまきたまち農業活性化推進事業（有害鳥獣防護柵等設置
補助金等）

・足柄茶安全啓発事業

・戸別所得補償事業

・水源の森林づくり協力協約推進事業

・有害種対策事業（駆除業務等）

・消費生活相談事業（消費者相談窓口の共同運営）

・観光振興事業（箒杉、谷峨駅案内板設置等）

・山北ブランド推進事業（山北ブランドの認定・宣伝等）

県知事や町長らによる足柄茶の「安全・安心」宣言

4 安全で豊かな暮らしと住みよいまちづくり（生活基盤の整備）
・防犯関係事業（あんしんメール運営委託、防犯ジャンパー

配布、防犯灯設置修繕助成等）

・災害時要援護者支援事業（災害時要援護者システムの運用）

・地球温暖化防止対策推進事業（住宅用太陽光発電システム
設置助成等）

・環境推進事業（ハイブリッド型街灯設置等）

・塵芥処理事業（あしがら上地区資源循環型処理施設整備調
整会議負担金等）

・町営住宅管理事業（根下住宅撤去工事等）

・消防施設整備事業（消防ポンプ自動車購入（第７分団）、
箒沢地区消火栓設置工事）

・防災対策備品等整備事業（備蓄食糧購入、衛星電話購入等）

・自主防災対策事業（自治会用（岸地区）防災無線戸別受信
機購入等）

・防災対策事業（避難者支援システム導入等）

・町設置型浄化槽設置事業（高度処理型浄化槽設置）（３８基）

経年により買い替えとなる消防ポンプ自動車（第７分団）
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41万8,611円（4,025円増）

衛生費

3万5,284円
（2,331円増）

土木費

6万7,324円
（8,986円増）

消防費

1万8,712円
（1,455円減）

商工費

8,217円
（552円減）

公債費

3万0,230円
（3,454円減）

議会費

9,303円
（123円増）

民生費

9万5,659円
（5,079円増）

総務費

10万0,521円
（7,565円増）

教育費

3万8,831円
（1,424円減）

農林水産業費

1万0,370円
（1万1,709円減）

その他

4,160円
（1,465円減）

目 的 別 歳 出
額 を、3月1日
現在の人口1万
1,660人で算出
した金額
※( )内は前年度

と比較した額

25年度予算で町民１人に一般会計の中で使われる町のお金

自

主

財

源

依

存

財

源

地方交付税
8億5,000

その他
5億4,327

繰出金
4億0,028

積立金
616

公債費
3億5,249

普通建設事業費
7億0,796

歳出合計
48億8,100

歳入合計
48億8,100

補助費等
8億2,502

物件費
8億3,271

人件費
12億1,311

国・県支出金
9億8,339

町債
3億5,530

町税
19億1,547

その他
1億9,580

その他
5億8,104

一般会計予算

財源別歳入内訳（万円） 歳出内訳（万円）
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広域消防体制スタート
（県西地域２市５町の消防の広域化）

～火災などに強い安心して暮らせるまちを目指して～

平成25年3月31日、足柄消防組合は小田原市消防と統合し、県西地域２市５町（小田原市、南足柄市、中井町、
大井町、松田町、山北町、開成町）を管轄する「新たな小田原市消防」としてスタートしました。

新体制のもと、災害対応力の強化や行財政運営の効率化など、消防の広域化による効果を最大限に活
い

かし、
火災などに強い安心して暮らせるまちの実現を目指して、これからも消防職員が一丸となって取り組んでいき
ます。

■消防の広域化後の主な受付窓口
総合案内受付（情報司令課）　TEL 49-4410 FAX 49-2591

窓口 受付、相談等の内容 問合せ 受付地域

消 防 本 部
小田原市前川183-18

消防総務課
職員人事及び福利厚生関係
予算関係

49 ー 4416

２市５町全域

広域調整課 2市5町広域消防事務関係 49 ー 4422

予 防 課
防火管理関係 〔防火・防災管理対象物に限る。〕
消防設備関係
危険物関係

49 ー 4427

警防計画課 車両・装備関係 49 ー 4435
救 急 課 救急救命関係 49 ー 4440
情報司令課 休日、夜間の医療機関等の案内 49 ー 0119

小田原消防署
小田原市前川183-18

消 防 課 防火管理関係
消防設備関係
火災関係（り災証明等）
救急関係（救急証明等）
開発行為等事前協議
消防団関係
※届出、相談等は、各消防署で消防本部と同様に

受付けますが、規模などによって対応できない
場合がありますので事前にお問合せください。

49 ー 4602 小田原市

足 柄 消 防 署
南足柄市怒田40-1

消 防 課 74 ー 0119

南足柄市
中井町
大井町
松田町
山北町
開成町

分署・出張所 警防第１ 課
警防第２ 課

訓練関係（自治会等）
道路工事・火煙発生関係

―
各署所が管轄す
る市町

※内容により最寄りの消防署所で受付できるものもあります。詳しくは総合案内受付までお問合せください。

足柄消防組合山北分遣所は3月31日から、
小田原市消防本部足柄消防署山北出張所となりました
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火事や救急など緊急時の通報は、従来通り市外局番なしの １１９番 へご連絡ください。

消防マスコットキャラクターの愛称が決定！
愛称『 ファイヤー けしまる 』

小田原市消防のマスコットキャラクターを公募し、全国から多数の応募作品
が寄せられた中、右のキャラクターが選考され、愛称が「ファイヤーけしまる」
に決まりました。今後は、この「ファイヤーけしまる」が、消防に関する様々
な情報を発信していきます。

小　田　原　市
消　防　本　部

消 防 課
警 防 第 １ 課

警 防 第 ２ 課

消 防 課
警 防 第 １ 課

警 防 第 ２ 課

消 防 総 務 課

広 域 調 整 課

予 防 課

警 防 計 画 課

救 急 課
情 報 司 令 課

総 務 係
財 務 係
広 域 調 整 係
消  防 団 係
予 防 係
指 導 係
危  険  物  係
計 画 係
装 備 係
救 急 対 策 係
情 報 管 理 係
司 令 第 １ 係
司 令 第 ２ 係

消 防 係
警 防 第 １ 係
南 町 分 署 警 防 第 １ 係
荻窪出張所警防第１係
国府津出張所警防第１係
栢山出張所警防第１係
西大友出張所警防第１係
警 防 第 ２ 係
南 町 分 署 警 防 第 ２ 係
荻窪出張所警防第２係
国府津出張所警防第２係
栢山出張所警防第２係
西大友出張所警防第２係

消 防 係
警 防 第 １ 係
松 田 分 署 警 防 第 １ 係
中井出張所警防第１係
山北出張所警防第１係

10名（8名）
岡本出張所警防第１係
警 防 第 ２ 係
松 田 分 署 警 防 第 ２ 係
中井出張所警防第２係
山北出張所警防第２係

10名（8名）
岡本出張所警防第２係

【 消 防 署 】
小 田 原 消 防 署

【 消 防 署 】
足 柄 消 防 署
131名 （126名）

※（　）内は、広域化前の配備人員数

（平成２５年３月３１日現在）

小田原市消防本部　組織機構図
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よろしくお願いします
平成25年度の自治会役員を紹介します

【
各
自
治
会
長
】

　
山
北
地
区

　
　
平
山　
　
　
清
水　
宣
行

　
　
台　
　
　
　
関　
　
清
一

　
　
萩
原　
　
　
山
㟢　
誠
一

　
　
萩
原
下　
　
中
川　
孝
男

　
　
馬
場　
　
　
瀬
戸　
一
男

　
　
田
中　
　
　
齊
藤　
庄
吾

　
　
鶴
野　
　
磯
崎　
冨
美
男

　
　
上
清
水　
　
堀　
　
彰

　
　
中
下
清
水　
磯
崎　
義
次

　
　
堂
山　
　
　
和
田　
照
治

　
　
田
屋
敷　
　
関　
　
亨

　
　
万
随　
　
　
名
倉　
正
雄

　
　
根
下　
　
　
尾
﨑　
雅
弘

　
　
城
山　
　
　
井
上　
享

　
　
宮
地　
　
　
長
尾　
哲
男

　
　
仁
道　
　
　
瀬
戸　
成
美

　
　
怒
杭
文
化　
長
井　
義
一

　
岸
地
区

　
　
越
地　
　
　
福
岡　
健
一

　
　
宿　
　
　
　
髙
橋　
文
夫

　
　
斑
目　
　
　
西
見　

　
　
南
原　
　
　
貞
松　
正
利

　
　
湯
坂　
　
　
武
井　
主
計

　
　
原
耕
地　
　
峯
田　
寛

　
向
原
地
区

　
　
尺
里
西　
　
内
田　
博

　
　
尺
里
中　
　
日
吉　
民
雄

　
　
尺
里
東　
　
髙
橋　
克
行

　
　
高
松　
　
　
飯
田　
幸
春

　
　
上
本
村　
　
上
田　
武
彦

　
　
下
本
村　
　
　
野　
孝
之

　
　
本
村
東　
　
杉
本　
卓
也

　
　
村
雨　
　
　
藤
澤　
孝
生

　
　
山
下　
　
岩
本　
智
賀
志

　
　
前
耕
地　
　
平
田　
隆
夫

　
　
水
上　
　
　
菊
川　
昭

　
共
和
地
区

　
　
共
和
東　
　
井
上　
正
文

　
　
共
和
西　
　
岩
本　
公
治

　
清
水
地
区

　
　
嵐　
　
　
　
倉
橋　
博
行

　
　
大
蔵
野　
池
田　
善
次
郎

　
　
湯
触　
　
　
山
﨑　
和
廣

　
　
山
市
場　
　
山
崎　
佳
明

　
　
湯
本
平　
　
鈴
木　
義
行

　
　
川
西
平
山　
福
野　
学

　
　
神
縄　
　
　
山
崎　
良
一

　
　
峰
下　
　
　
籔
田　
正
文

　
　
谷
ケ　
　
　
武
尾　
文
雄

　
　
峰
塩
沢　
　
細
谷　
英
雄

　
　
谷
戸
諸
渕　
佐
藤　
信
雄

　
　
透
間　
　
　
山
崎　
通
雄

　
三
保
地
区

　
　
玄
倉　
　
　
佐
藤　
勉

　
　
箒
沢　
　
　
佐
藤　
素
史

　
　
畑　
　
　
　
湯
川　
晴
道

　
　
焼
大　
　
　
岡
部　
修

　
　
尾
崎　
　
　
伊
倉　
良
男

【
山
北
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
清
水　
隆

　
　
　

  

副
会
長　
玉
置　
郁
夫

　
　
　

  

副
会
長　
渡
邉　
晃
汎

【
岸
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
佐
藤　
昭
七

　
　
　

  

副
会
長　
川
口　
満

　
　
　

  

副
会
長　
深
野　
哲

【
向
原
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
髙
杉　
光
男

　
　
　

  
副
会
長　
一
石　
健
二

　
　
　

  

副
会
長　
荻
野　
勝
明

【
共
和
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
杉
本　
君
雄

　
　
　

  

副
会
長　
山
崎　
幸
與

　
　
　

  

副
会
長　
井
上　
正
文

【
清
水
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
細
谷　
幸
範

　
　
　

  

副
会
長　
尾
﨑　
政
男

【
三
保
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
細
川　
裕
己

　
　
　

  

副
会
長　
佐
藤　
勉

（敬称略）

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

自
治
会
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
や
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
や
防
犯
な
ど
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
や
、
環
境

の
よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、
自
治
会
に
加
入

し
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
企
画
財
政
課
企
画
班

  （
電
話
）　
75
ー
３
６
５
２
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写真は、平成25年山北町消防出初式の様子

新
幹
部
の
紹
介

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
山
北
町
消
防
団
。

平
成
25
年
度
の
幹
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

団
長　
　
　
　
小
澤　
彰
夫
（
萩
原
下
）

副
団
長　
　
　
佐
藤　
光
重
（
箒
沢
）

　
　
　
　
　
　
瀬
戸　
　
茂
（
田
中
）

分
団
長

　
第
１
分
団　
茂
川　
幸
三
（
台
）

　
第
２
分
団　
露
木　
隆
丸
（
田
中
）

　
第
３
分
団　
杉
崎　
一
良
（
堂
山
）

　
第
４
分
団　
深
野　
喜
章
（
湯
坂
）

　
第
５
分
団　
佐
藤　
俊
次
（
水
上
）

　
第
６
分
団　
杉
山　
昭
二
（
平
山
）

　
第
７
分
団　
渡
辺　
喜
容
（
深
沢
）

　
第
８
分
団　
武
尾　
典
幸
（
谷
ヶ
）

　
第
９
分
団　
山
崎　
剛
志
（
透
間
）

　
第
10
分
団　
山
﨑　
誠
一
（
大
蔵
野
）

　
第
11
分
団　
高
橋　
佳
信
（
山
市
場
）

　
第
12
分
団　
山
口　
徳
一
（
尾
崎
）

　
第
14
分
団　
芳
賀　
信
一
（
畑
）

　
第
15
分
団　
井
澤　
秀
勝
（
玄
倉
）

　
な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
第
2
分
団　
鈴
木　
和
茂
（
鶴
野
）

　
第
14
分
団　
井
上　
俊
之
（
畑
）

　
第
15
分
団　
佐
藤　
勝
也
（
玄
倉
）

消
防
団
新
幹
部
紹
介

３
月
28
日
、
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
24
年
度
神
奈
川
県
消
防
功

労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
消
防
庁
長
官
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
（
勤
続
25
年
以
上
、
年
齢
50
歳
以
上
）

　
・
第
12
分
団　
分
団
長　
山
口　
徳
一

　
・
第
14
分
団　
分
団
長　
井
上　
俊
之

☆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
功
績
章

　
・
本
団　
　
　
団
長　
小
澤　
彰
夫

　
勤
続
章
（
30
年
）

　
・
第
２
分
団　
班
長　
木
川　
修
一

☆
神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
功
績
章

　
・
第
２
分
団　
分
団
長　
鈴
木　
和
茂

　
・
第
14
分
団　
分
団
長　
井
上　
俊
之

　
勤
続
章
（
20
年
）

　
・
第
２
分
団　
団　
員　
和
田
惣
七
郎

　
・
第
３
分
団　
分
団
長　
杉
崎　
一
良

　
・
第
７
分
団　
副
分
団
長　
濵
田
登
志
郎

　
・
第
７
分
団　
班　
長　
岩
本　
昭
弘

　
・
第
12
分
団　
副
分
団
長　
佐
藤　
卓
二

　
・
第
15
分
団　
副
分
団
長　
井
澤　
秀
勝

　
・
第
15
分
団　
班　
長　
三
尋
木
裕
介

☆
神
奈
川
県
知
事
表
彰

　
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員
（
30
年
）

　
・
第
２
分
団　
班　
長　
木
川　
修
一

※
階
級
に
つ
い
て
は
表
彰
時
の
階
級
で
す

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

　
　
　
　

山
北
町
消
防
団

消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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日々「とれたて」の新鮮な農作物が並ぶ店内

建て替えが決まった現小田原市斎場

と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
が
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
表
彰

３
月
４
日
（
月
）、
と
れ
た
て
山

ち
ゃ
ん
を
運
営
す
る
山
北
町
ふ
る

さ
と
直
販
加
工
組
合
が
、
Ｊ
Ａ
神

奈
川
県
中
央
会
か
ら
「
第
42
回
日

本
農
業
賞
神
奈
川
県
代
表
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
農
業
賞
は
、
日
本
農
業
の
確

立
を
め
ざ
し
て
、
意
欲
的
に
経
営

や
技
術
の
改
善
に
取
り
組
み
、
地

域
社
会
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い

る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
が
、
町

民
や
観
光
客
か
ら
愛
さ
れ
、
訪
れ

る
ご
と
に
楽
し
み
が
あ
る
直
売
所

で
あ
り
、
地
域
の
食
を
担
う
、
農

家
と
消
費
者
が
交
流
で
き
る
町
の

拠
点
施
設
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
組
合
員
み
ん
な
が
助

け
合
い
、
知
恵
を
出
し
、
工
夫
し

て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
直
売

所
の
優
良
事
例
と
し
て
、
神
奈
川

県
か
ら
県
知
事
賞
も
同
時
に
受
賞

し
ま
し
た
。

組
合
を
代
表
し
て
表
彰
式
に
出

席
さ
れ
た
鈴
木
德
夫
組
合
長
は
、

今
後
も
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

小
田
原
市
斎
場
を
現
敷
地
内
で
建
て
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
―

現
在
、
町
民
の
方
も
多
く
利
用
す
る
小

田
原
市
斎
場
は
、
昭
和
46
年
に
建
設
さ
れ

老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
火
葬
需
要
に

対
応
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
な
斎
場
建
設
の
推
進
に

向
け
、
平
成
18
年
度
に
近
隣
の
２
市
５
町

（
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井
町
、
松

田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
、
箱
根
町
）
に

よ
り「
県
西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
」

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
建
設
候
補

地
の
検
討
や
火
葬
場
の
先
進
事
例
の
調
査

等
を
行
う
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況

や
法
規
制
等
の
問
題
も
考
慮
し
な
が
ら
、

平
成
24
年
２
月
に
現
在
の
斎
場
敷
地
を
建

設
候
補
地
と
し
て
選
定
し
整
備
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討
の

結
果
、
現
斎
場
敷
地
内
に
お
い
て
斎
場
を

稼
働
さ
せ
な
が
ら
、
小
田
原
市
が
事
業
主

体
と
な
り
小
田
原
市
斎
場
と
し
て
建
て
替

え
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
、
今
年
度
か
ら
斎
場
建
て
替
え
に
必
要

な
各
種
調
査
等
委
託
業
務
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
事

務
の
委
託
等
に
よ
り
、
２
市
５
町
で
連
携

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
施
設
規
模
に
つ
い
て
は
、
人
口

推
計
や
火
葬
需
要
な
ど
を
検
証
し
決
定

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
約
９
，

１
３
５
㎡
の
敷
地
に
火
葬
炉
を
現
在
の
６

基
か
ら
10
基
に
、
諸
室
と
し
て
告
別
室
、

収
骨
室
、
待
合
室
等
の
充
実
化
、
さ
ら
に

80
台
以
上
の
十
分
な
台
数
の
駐
車
場
の
確

保
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　
小
田
原
市

　
　
　
　
　
斎
場
事
務
広
域
化
協
議
会

　
　
　
　
　
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

　
　
　
　
　
（
電
話
）
33
ー
１
４
２
２
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「
学
校
と
警
察
と
の
相
互
連
携
に
係
る
協
定
」

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
を
め
ざ
し
、
犯
罪
被
害

や
非
行
防
止
に
素
早
く
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
月
15
日
に
大
井
町

役
場
に
お
い
て
、
足
柄
上

地
域
１
市
５
町
の
各
教
育

委
員
会
と
神
奈
川
県
警
察

本
部
と
の
間
で
、「
学
校

と
警
察
と
の
相
互
連
携
に

係
る
協
定
」
が
結
ば
れ
ま

し
た
。
運
用
開
始
は
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
る
連
携

と
は
、
児
童
・
生
徒
や
学

校
・
保
護
者
が
悩
ん
で
い

る
事
例
で
、
学
校
と
警
察
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
解

決
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
判
断
し
た
場
合
を
対
象
と
し
て
、

学
校
・
家
庭
・
警
察
が
一
体
と
な
っ
た
、
充
実
し
た
支
援
体

制
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。

警
察
へ
の
情
報
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
該
当
児
童
・
生
徒

へ
何
度
も
学
校
や
家
庭
で
の
指
導
を
行
い
、
そ
れ
で
も
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
ら
ず
、
警
察
と
の
連
携
が
必
要
と
校
長
が

判
断
し
た
場
合
、
教
育
委
員
会
と
協
議
・
承
認
を
経
た
後
に

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
教
育
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
８

「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

３
月
の
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
（
誰
も

が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
社
会
を
目
指

し
て
、内
閣
府
を
は
じ
め
各
自
治
体
で
様
々

な
取
り
組
み
を
行
う
期
間
）」に
合
わ
せ
て
、

町
で
は
、
３
月
３
日
（
日
）
に
中
央
公
民

館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
朗
読
劇

や
講
演
、
お
口
の
体
操
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
内
容
と
し
た
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考

え
る
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

朗
読
劇
で
は
、
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
（
※
）

劇
団
「
匠
座
」
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
の
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
が
台
本

か
ら
作
り
上
げ
、
感
情
の
こ
も
っ
た
朗
読

劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
に
お
い
て
は
、
南
足
柄
市

在
住
で
足
柄
上
地
域
の
実
情
を
よ
く
ご
存

じ
の
、
田
園
調
布
学
園
大
学　

伊
東
秀
幸

教
授 
を
講
師
に
迎
え
て
、「
自
殺
の
要
因

や
対
応
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協定書調印を終え、記念撮影に収まる出席者

※
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
と
は

健
康
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
平
成
19
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
た
「
健
康
マ
イ
ス
タ
ー

事
業
」の
養
成
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
々

で
、
自
ら
の
健
康
を
知
り
、
一
町
民
と

し
て
自
分
・
家
族
・
地
域
に
お
い
て
健

康
づ
く
り
を
実
践
す
る
『
健
康
の
達
人
』

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

※
８
０
２
０
運
動
推
進
員
・

　
　
　
　
　
　
　
健
康
普
及
員
と
は

８
０
２
０
運
動
推
進
員
は
、「
80

歳
で
20
本
の
自
分
の
歯
を
残
す
」
運

動
を
推
進
す
る
、
お
口
の
健
康
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
山
北
町
第
１
号
の
推
進
員
の
方

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
普
及
員
は
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
地
域
で
進
め
る
活
動

を
し
て
い
る
団
体
で
、
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
健
康
教
室

の
企
画
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
口
の
体
操
で
は
、
８
０
２
０
運
動

推
進
員
・
健
康
普
及
員
（
※
）
に
よ
る

「
唾
液
を
出
し
や
す
く
す
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
の
実
演
が
さ
れ
ま
し
た
。
唾
液
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
食
物
の
消
化
を

促
す
ほ
か
、
食
物
を
飲
み
込
み
や
す
く

し
誤ご

嚥え
ん

を
防
ぐ
と
い
う
効
果
が
あ
り
、

こ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、“
食
事
前
に
行

う
”
の
が
良
い
そ
う
で
す
。

集
い
の
最
後
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
内
閣

府
「
い
の
ち
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
「
あ
か
り
」

を
歌
っ
て
い
る
今
話
題
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
「
ワ
カ
バ
」
が
、「
あ
か
り
」
の

ほ
か
３
曲
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「匠座」による朗読劇 唾液を出しやすくするマッサージ
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高度処理型合併処理浄化槽設置の様子

合併処理浄化槽で水源環境を守りましょう
山北町は、丹沢湖や酒匂川水系を有する水源地域です。

この公共用水域の環境保全は、上・下流域全般として、と
ても重要な問題です。

ダムや河川の水質を守るために、水源地域では合併処理
浄化槽を設置して、生活排水を適正に処理しなければなり
ません。（単独処理浄化槽を新たに設置することは認められ
ていません。）

衛生的で快適な生活を営み、水環境の保全を図るために
も、合併処理浄化槽を設置しましょう。また、下水道処理
区域の方は、下水道に接続しましょう。

＜共和・清水地域にお住まいの方へ＞

合併処理浄化槽を設置する方に町から補助金が出ます!!

新築や改築により、合併処理浄化槽を設置する場合や、単独処理浄化槽・汲み取りから合併処理浄化槽へ 
切り替えを行う場合は、町から補助金が出ます。

新築または改築に伴い合併処理
浄化槽を新たに設置する場合

（建築確認を伴う）

単独浄化槽・汲み取りから合併処理 
浄化槽への切替設置をする場合

（建築確認を伴わない）

補助額
既設浄化槽の

撤去がある場合
補助額

既設浄化槽の
撤去がある場合

５人槽 16万8千円 (＋)4万5千円 32万2千円 (＋)9万円
７人槽 20万7千円 (＋)4万5千円 41万4千円 (＋)9万円
10人槽 27万6千円 (＋)4万5千円 54万8千円 (＋)9万円

（注）補助金については、国の基準改定等により変更となる場合があります。
　　  設置を希望される場合は、事前に上下水道課までご相談ください。

＜三保地域にお住まいの方へ＞

高度処理型合併処理浄化槽の設置を希望される方は
町が設置工事を行います!!

町が設置した高度処理型合併処理浄化槽については、維持管理は町が行いますが、設置次年度から３年間で
納めていただく分担金と、設置後の浄化槽使用料が必要となります。

分担金
（自己負担額）

※税込み

浄化槽使用料
（月額）
※税抜き

５人槽 12万円 2千円
７人槽 15万円 3千円
10人槽 20万円 5千円

（注）分担金については、国の基準改定等により変更となる場合があります。
　　  設置を希望される場合は、事前に上下水道課までご相談ください。

【問合せ】上下水道課管理班　（電話）７５－３６４５
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“山北町町勢要覧”を発行しました

町では、町の姿勢や自然、歴史などの町の姿を広
く町内外に紹介するために、「山北町町勢要覧」を発
行しました。

この要覧は、写真や文章、資料などを多数使用して、
魅力あふれる山北を多くの方に知っていただくため
に作成したものです。

ぜひご一読いただき、今後も町の発展に向けてご
支援、ご協力をいただきたいと思います。

山北町あんしんメール 配 信 しています

Docomo au・Softbank

ご利用を希望される方は、下の「空メール送信先」に宛先、
件名を入力して空メール（本文不要）を送信してください。

送信後、登録案内メールが送信されてきますので、内容
をご確認いただき、指示に従って詳細を登録してください。

【問合せ】総務防災課防災消防班（電話）７５－３６４３

空メール送信先
宛先 cfm@io.dataeast.jp
件名 t-yamakita

あんしんメールを活用している人たちの声

・御殿場線の運行状況を配信してもらい、通学時に役立
てることができた。（１０代女性）

・事前に台風に対する備えなどの連絡をもらったため、
早めの対応が図れた。（５０代男性）

・振り込み詐欺の情報をもらっていたので、不審な電話
に対しての対応ができた。（６０代女性）

・イベントの案内が届いたので近所の人を誘って行って
みた。とても楽しかった。（６０代女性）

※山北町町勢要覧は、広
報やまきた４月号（本
号）と同時に全戸に配
付しておりますが、お
手元に届かない場合は、
お手数ですが企画財政
課までお越しください。

【問合せ】
企画財政課企画班

（電話）７５－３６５２

“山北町町民レポーター”を
募集します

町では、町の広報媒体（広報やまきた等）にボランティア
で記事・写真を寄稿してくださる町民の方を募集します。

応募資格
●町内に居住し、「町民レポーター」として記事を寄稿していただける方
●応募時点で満１６歳以上の方
●カメラを所有し、写真を撮影してデータ等の提供ができる方
●レポーターとしての取材活動をボランティア活動として認

識し、協力できる方
●年に１～２回程度開催する企画や編集などの会議に出席できる方

応募方法
・郵送またはＥメールによりご応募ください。
・氏名（ふりがな）、住所、電話番号、職業、簡単な応募動機

を記入してください。
・Ｅメールの場合は、件名に「町民レポーター応募」と記入し、

本文に氏名などの必要事項を記入の上、kikaku-zaisei@
town.yamakita.kanagawa.jpまで送信してください。

・郵送の場合は、氏名などの必要事項を記入（書式は問いま
せん）の上、役場企画財政課企画班（〒258-0195　山北
町山北1301-4）までお送りください。

※応募者多数の場合、居住地域や男女構成などを考慮して選考します。

募集締切
・平成２５年４月３０日（火）必着

【問合せ】企画財政課企画班（電話）７５－３６５２

新しい総合計画を策定します

総合計画とは？
町の将来像を掲げ、その実現のための施策を総合

的、体系的にまとめたもので、町の最高位の計画です。
名称は山北町第５次総合計画となります。
計画の期間は？

平成26年度から35年度の10か年を計画期間とし
ます。
策定過程は？

総合計画の策定にあたって、山北町総合計画審議
会を設置しています。これは条例に基づき置かれる
町長の諮問機関で、山北町の総合計画に関する事項
を調査審議し、その結果を諮問します。審議会は、
公募町民を含む総勢16名で組織されています。
情報共有？

策定過程等は、４月１日より施行している山北町
自治基本条例に基づき、ホームページ等で随時公開
していきます。

【問合せ】企画財政課企画班
　　　　 （電話）７５－３６５２
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん
　
神
保 

昭
好
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　 

弥
生
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

果か
り
ん林

ち
ゃ
ん

　
6
歳

　
　
　
　
　
　
　 

百も
も
か伽

ち
ゃ
ん

　
2
歳

神保さん
ご家族

＜下本村＞

は
じ
め
ま
し
て
。
向
原
に
住
ん
で
い
る

神
保
で
す
。
我
が
家
は
、
主
人
、
私
、
長

女
果
林
（
か
り
ん
）
６
歳
、次
女
百
伽
（
も

も
か
）
２
歳
の
４
人
家
族
で
す
。

果
林
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時
は
、
と
っ
て
も

神
経
質
で
そ
ば
に
い
な
い
と
寝
て
く
れ
ず

大
変
で
し
た
が
、
百
伽
は
、
対
照
的
に
夜

泣
き
も
せ
ず
寝
付
き
も
良
く
、
全
く
手
が

か
か
ら
な
い
子
で
し
た
。

そ
ん
な
百
伽
が
８
か
月
の
時
、
夜
に
な

る
と
高
熱
が
出
る
日
が
続
き
、
病
院
へ
連

れ
て
い
く
と
そ
の
ま
ま
入
院
。
退
院
後
も

ま
た
熱
が
出
る
と
い
う
日
が
続
き
、
再
度

入
院
し
て
色
々
な
検
査
を
受
け
、
百
伽
の

体
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と

と
っ
て
も
心
配
し
ま
し
た
。
幸
い
成
長
と

共
に
自
然
に
治
る
病
気
で
、
現
在
の
百
伽

は
毎
日
「
笑
い
袋
」
の
様
に
、
何
が
楽
し

い
の
か
良
く
笑
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
、

私
た
ち
を
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

果
林
は
、と
っ
て
も
優
し
く
妹
想
い
で
、

保
育
園
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
二
人
で
仲
良

く
遊
び
、
布
団
敷
き
や
お
風
呂
掃
除
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
、
と
っ
て
も
頼
り

に
な
る
お
姉
さ
ん
で
す
。
た
ま
に
私
の
様

に
妹
を
怒
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
な
と
反
省
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
果
林
は
小
学
生
、
百
伽
は
保

育
園
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
生
活
が
始
ま
り

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
健
康
に
笑
顔
で
家

族
仲
良
く
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
弥
生
さ
ん
）

鈴
木
德
夫
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
か
ら
山
北

町
ふ
る
さ
と
直
販
加
工
組
合
の
組
合
長
と
し

て
、「
と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
」
の
運
営
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
組
合
は
、
３
月
４

日
に
Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
中
央
会
か
ら
「
第
42
回

日
本
農
業
賞
神
奈
川
県
代
表
」
と
し
て
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
鈴
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
は
ど
う
い
う
お
店
で
す

か
。「と

れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
は
、
正
会
員
33
名
と

準
会
員
７
名
の
生
産
者
の
方
が
、
朝
出
荷
し
た

新
鮮
な
農
作
物
を
店
頭
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
会
員
の
方
に
は
、
交
替
で
レ
ジ
や

販
売
な
ど
お
店
の
当
番
も
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
組
合
と
し
て
は
、
野
菜
部
会
、
果

樹
部
会
、
加
工
部
会
の
３
部
会
を
組
織
し
て

い
て
、
加
工
部
会
に
は
さ
ら
に
味
噲
部
、
惣

菜
部
、
漬
物
部
が
あ
り
、
様
々
な
商
品
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
商
品
に
は
生
産
者
名

を
表
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
５
月
末
の
開

店
か
ら
、
早
い
も
の
で
間
も
な
く
10
周
年
を

迎
え
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。」

今
回
、
日
本
農
業
賞
神
奈
川
県
代
表
と
な
り

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

「
や
は
り
、
お
店
の
名
の
と
お
り
、
と
れ
た

て
の
新
鮮
な
農
作
物
を
安
い
価
格
で
提
供
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
朝
出
荷
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
夕
方
ま
で
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
生
産
者
が
引
き
取
る
よ
う
に

し
て
、
お
店
に
は
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
し
、
何
よ
り
も
出
荷
さ
れ
た
農
作
物
は
、
生

産
者
も
食
べ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
安
全
安

心
で
お
い
し
い
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
で
生
産
さ
れ
て
い
な
い
野
菜
や
果
樹

な
ど
も
、
町
外
の
準
会
員
の
方
が
出
荷
し
て
品

ぞ
ろ
え
を
良
く
し
た
り
、
め
ず
ら
し
い
品
種
の

商
品
は
、
丁
寧
に
調
理
方
法
の
説
明
を
し
た
り

し
て
、
消
費
者
の
立
場
に
な
っ
て
販
売
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
行
楽
帰
り
の
方
に
も
多
数

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店
と
な

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

こ
れ
か
ら
の
時
期
の
お
す
す
め
商
品
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
ウ
ド
や
蕨わ
ら
び、
タ
ケ
ノ
コ

や
蕗ふ
き
、
コ
ゴ
ミ
な
ど
の
山
菜
類
が
お
い
し
い

時
期
で
、
店
頭
に
も
並
び
ま
す
。
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。
最
近
は
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
鹿
、
猪

な
ど
に
よ
る
作
物
の
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
が
対
策
を
重
ね
て
、

愛
情
こ
め
て
作
っ
た
農
作
物
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。」

町
の
人鈴

木　
德
夫
さ
ん

（
山
北
町
ふ
る
さ
と
直
販
加
工
組
合
組
合
長
）
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優勝した岸チーム

町
バ
レ
ー
祭
を
開
催
!!

３
月
３
日
（
日
）、
第
34
回
山
北
町

バ
レ
ー
祭
が
山
北
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る

男
子
４
チ
ー
ム
と
女
子
７
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
共
に
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男子の部
優　勝 山北倶楽部

準優勝
山北体協Ｖ・
山北町役場

３　位 たんざわ

男子優勝
山北倶楽部チーム

女子優勝
山北クラブチーム

女子の部
優　勝 山北クラブ
準優勝 山北町役場
３　位 山北あざみ

成　　　　　績 氏　　名

一般の部
優　勝（町 長 杯） 瀬 戸 重 義
準優勝（議 長 杯） 加 藤 康 次
３　位（教育長杯） 藪 田 正 文

シニアの部
優　勝（町 長 杯） 磯 崎 貞 夫
準優勝（議 長 杯） 湯 川 靖 征
３　位（教育長杯） 山 口 利 一

レディース
の部

優　勝（町 長 杯） 佐 藤 マサ子
準優勝（議 長 杯） 湯 川 美 雪
３　位（教育長杯） 石 川 和 子

４　位 小 磯 　 清
５　位 飛 田 　 宏
６　位 加 藤 英 司

ベスグロ
一般の部 増 田 英 機

シニアの部 磯 崎 貞 夫
レディースの部 湯 川 美 雪

第
55
回
　
山
北
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

３
月
５
日
（
火
）、
リ

バ
ー
サ
カ
ワ
・
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
第
55
回
山
北
町
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
前
日
に
降
っ
た
雪

の
影
響
で
、
30
分
程
ス

タ
ー
ト
時
間
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
日
中
は
暖
か
い
気

候
に
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ

た
１
１
４
名
の
方
々
は
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

足
柄
上
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

２
月
24
日
（
日
）、
第
67
回
足
柄
上
地
区
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
、
足
柄
上
合
同
庁
舎
を
発
着
点
と
し
て
上
地
区
一
周

総
距
離
４
５・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
７
区
間
で
争
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
、
足
柄
上
地
区
１
市
５
町
の
代
表
チ
ー
ム
の
ほ

か
、
オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
な
ど
計
11
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

山
北
町
代
表
チ
ー
ム
は
総
合
成
績
で
７
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
記
録
を
10
分
以
上
縮
め
る
、
２
時
間
39

分
39
秒
で
ゴ
ー
ル
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
で
、
齊
藤
亮
介
さ
ん
が
通
算
10
回
出
場

を
果
た
し
、
そ
の
努
力
と
健
闘
が
称
え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

第
58
回
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　
３
月
10
日
（
日
）、
山
北
町
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
大
会
は
、
町
内
各
ブ
ロ
ッ
ク

４
チ
ー
ム
と
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と

し
て
山
北
高
校
か
ら
４
チ
ー
ム
、

東
レ
・
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ
㈱
が
出

場
し
、
全
９
チ
ー
ム
が
町
内
を
走

り
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
中
盤
か
ら
岸
チ
ー
ム

が
首
位
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー

ル
ま
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
２
大

会
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

優　勝 岸 1時間32分15秒
準優勝 向原 1時間34分04秒
３　位 山北第3 1時間37分56秒
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第13号
こ
の
春
、
家
族
が
入
学
・
就
職
を

し
た
な
ど
、
新
た
な
節
目
を
迎
え
ら

れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
春

は
、
寒
暖
の
変
化
で
心
身
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
や
す
く
、
新
し
い
環
境
で

の
生
活
が
始
ま
る
な
ど
、
疲
労
も
た

ま
り
や
す
い
季
節
で
す
。

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
疲
労
に
加
え
、
日
本
の
春

は
温
度
・
湿
度
と
も
睡
眠
に
は
快
適

な
こ
と
か
ら
、
朝
の
目
覚
め
を
悪
く

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
人
間
の
心

や
体
に
そ
の
季
節
に
対
応
す
る
た
め

の
様
々
な
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。
持

病
が
再
発
し
た
り
、
悪
化
し
た
り
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自

然
が
輝
く
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら
元

気
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

〈
春
先
の
だ
る
さ
・
疲
れ
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
〉

①
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う

春
に
な
り
日
照
時
間
が
長
く
な
る

と
、
冬
時
間
を
刻
ん
で
い
た
体
内
時

計
が
狂
い
、
熟
睡
で
き
ず
、
疲
れ
が

抜
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
体
は
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ

と
で
体
内
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。
多
少
睡

眠
不
足
で
も
朝
は
太
陽
の
光
を
浴
び
、
冬

の
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

②
体
が
固
い
と
、
春
は
来
な
い
！

春
の
運
動
不
足
は
、
汗
を
か
か
な

い
、
体
が
冷
え
る
と
い
っ
た
、
夏
の
体

調
不
良
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
適
度
な

運
動
で
体
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
は
、
春

の
健
康
管
理
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
天
気
の
よ
い
日
は
、
春
の
日
差
し

や
香
り
を
感
じ
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
お
腹
の
中
か
ら
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

春
は
、
お
付
き
合
い
な
ど
で
外
食

す
る
機
会
も
増
え
ま
す
が
、
脂
っ
こ

い
食
事
や
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま

し
ょ
う
。
肝
臓
の
疲
れ
は
全
身
の
疲

れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
休
肝
日
を
つ

く
っ
た
り
、
繊
維
質
の
あ
る
野
菜
を

摂
る
な
ど
し
、
余
計
な
も
の
は
た
め

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
春
に
最
適
！
森
林
セ
ラ
ピ
ー
〉

５
月
に
、
心
身
の
癒
し
に
効
果
の

あ
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
の
町
民
向

け
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

山
北
町
の
春
を
感
じ
な
が
ら
、
心

身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

詳
細
は
後
日
、
広
報
お
し
ら
せ
版

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

今
月
か
ら
、
さ
く
ら
の
湯
で
は

イ
ベ
ン
ト
デ
ー
を
設
け
、
お
客
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

4
月
16
日（
火
） 

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー

・
当
日
ご
入
場
の
女
性
全
員
に

粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

4
月
26
日（
金
） 

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場

さ
れ
た
方
全
員
に
、
次
回
平
日

ご
利
用
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町

H
P
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

春
の
到
来
！

　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
ス
ッ
キ
リ
術

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信
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心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

　３月１７日（日）に「ジュニアコーラスミニコンサート」を開催しました。
新しい春を予感させる暖かい日差しの中、子ども達の元気な歌声が会場中に響
き渡りました。

開催しました
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＊4月5日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月5日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月5日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

和菓子作り教室
日　時　４月１７日（水）９：３０～１２：００
内　容　家でも作れる簡単どらやきを作ります。
対　象　一般（定員２４名）

講　師　沼田　陽子さん
参加費　４００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～
４月の予定＝２０日（土）・２７日（土）
　　　　　 １０：００～１１：３０
５月の予定＝１１日（土）・１８日（土）
　　　　　 １０：００～１１：３０
※６月以降の日程、その他詳細については中央公民館
へお問合せください。
場　所　3階 視聴覚ホール
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。）
講　師　山崎　美恵子さん
参加費　無料

～申し込み受付中です～

ワンダーランド～歌とリズム遊び、踊りと劇のレッスンです～
６月の予定＝１日（土）・２２日（土）・２９日（土）
　　　　　 ９：００～１２：００
※初回はミーティングです。７月以降の日程については
中央公民館へお問い合わせください。

場　所　3階 美術工芸室
対　象　３歳児（ミニワンダー）
※保護者同伴でお願いします。
講　師　柳川　のり子さん
参加費　無料

～申し込み受付中です～

中根和広 木の家具と小物展
【２月１５日（金）～２７日（水）】

西さがみ原水爆禁止協議会「原爆写真展」
【３月８日（金）～１０日（日）】

前回のイベントから

つるし雛作り教室【１０月１６日（火）・１１月６日（火）・１２月６日（木）・１月１７日（木）・２月７日（木）・３月５日（火）】 
　山北婦人会の方々を講師にお招きして、雛祭りに向けての「つるし
雛作り教室」を開催しました。
　花ぽっくりや盆のせ金魚など色々な雛飾りを作りました。
※１階ロビーにて「つるし雛」の展示をしておりますので、ぜひご覧く
ださい。【展示期間は４月１０日（水）まで】

お話しボランティア養成講座「朗読を楽しむ」【２月２８日（木）】
　町内在住の小林かつみさんを講師にお招きして、朗読について教
えていただきました。
  参加者はお話しボランティアさんが多く、声の出し方や読み方など
を中心に教わり、実際に心がけていきたいと皆さん意欲的でした。

しいたけのほだ木作り教室【３月２日（土）】
　県西地域県政総合センター森林部森林保全課の職員の方々を講
師にお招きして「しいたけのほだ木作り教室」を開催しました。
　電動ドリルや木槌などを使い、100本の原木に3,000駒ものしい
たけの種駒を打ち込みました。
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土
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13
20
27

4 月

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

5 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

ロビー展示のお知らせ

日　時　４月１６日（火）～２８日（日）９：００～１７：００（ただし、１６日は１３：００から、２８日は１６：００まで）
場　所　１階ロビー　　問合せ　関　昭男　℡（７５）１４４８

山北町写真同好会 写真展

４月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

５ 金 「スマイリーキッズ」
サークル体験教室① 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 中央公民館

６ 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

12 金 「スマイリーキッズ」
サークル体験教室② 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 中央公民館

16 火 山北町写真同好会 写真展
（～２８日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 関　　昭男     ☎（75）1448

17 水 和菓子作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

20 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

足柄吟詠剣詩舞道大会 多目的ホール １０：３０ 自　由 足柄吟詠剣詩舞道連合会

藤原　規一     ☎（76）3620

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

27 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

５月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

4 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

11 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

18 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正
広報やまきた３月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

【誤】永雨降る川面を流れくる霧の濃く又薄くベールのように　　　藪田テル
【正】氷雨降る川面を流れくる霧の濃く又薄くベールのように　　　藪田テル

かわも

かわも

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

は る と

あ や と

は や と

め い さ

萩　原　稲　葉　晴　大（男）友　弥・リ　サ
班　目　由　井　礼　人（男）知　樹・るい子
原耕地　難　波　勇　人（男）吉　生・えりか
上本村　石　田　芽衣佐（女）康　幸・純　子

※今回の掲載分は、平成２５年２月１６日から平成２５年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　平　田　節　子（女）８５歳　本　人
上清水　　岸　　　勝　雄（男）８７歳　　〃　
万　随　　石　橋　祥　宏（男）５０歳　　〃　
城　山　　松　永　新　司（男）８４歳　　〃　
怒杭文化　室　伏　　　聖（男）７１歳　　〃　
　宿　　　山　川　明　子（女）７８歳　　〃　
尺里東　　村　田　宏　彰（男）８１歳　　〃　
水　上　　齋　藤　三　郎（男）８９歳　　〃　
神　縄　　山　﨑　　　夫（男）８７歳　　〃　
峰　下　　岩　井　　曻　（男）８８歳　　〃　
　畑　　　浅　見　ヤ　ス（女）９８歳　　〃　
　〃　　　清　水　　　な（女）100歳　　〃　
堂　山　　和　田　靜　江（女）９６歳　照　治
田屋敷　　小　川　シズヱ（女）９０歳　洋　一
宮　地　　瀬　戸　康　之（男）５１歳　のぶ子
上本村　　池　田　　　子（女）８８歳　謙　治
下本村　　　　野　ト　シ（女）９７歳　泰　宏
　〃　　　片　瀬　タ　カ（女）106歳　　隆　
谷　ケ　　籔　田　千代江（女）８４歳　　旭　
尾　崎　　佐　藤　トミヱ（女）８９歳　　敬 山北　126mm（195mm）

三保　  73mm（199mm）
山北　03.8℃（03.3℃）
三保　03.5℃（03.1℃）

※（　）内は平成24年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,667人
5,993人
11,660人

（－01人）
（－11人）
（－12人）

世帯数　4,237世帯（ 7世帯）

　　　　　　　　　　　　　　　若林 久人 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として　川崎市 清田 憲央 様
10,０００円

水源林整備のため　アサヒビール㈱ 横浜統括支社 様
1,400,０００円

教育振興のため　温故会 様
１４５，９３７円

観光振興に関する事業のため
（ふるさと応援寄附金）

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

　図書室では、こども読書週間に
あわせて、「花」をテーマに本の展
示を行います。

●日　程・内　容
①　４月　６日（土）
　大型絵本「はらぺこあおむし」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
②　４月２０日（土）
　紙芝居「たんぽぽえほんにはうさぎが二ひき」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）
③　５月　４日（土）
　絵本「きみなんかだいきらいさ」ほか
    （おはなしボランティア「えほんまる」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）
※今年度も毎月第１・３土曜日に行います。
（都合により変更する場合もあります。）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

ガソリン生活

桜ほうさら

正義のセ

一路

ＳＦ ＪＡＣＸ

伊　坂　幸太郎

宮　部　みゆき

阿　川　佐和子

浅　田　次　郎

新　井　素　子

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
もしも、ぼくがトラになったら

こぎつねいちねんせい

くもの巣図鑑

ひみつの川

かくれんぼどうぶつえん

フランツィスカ・ブルクハルト

斉　藤　　　洋

新　海　　　明

レオ・ディロン

今　森　光　彦

◆ 児 童 書

タイトル
わが母の記
武士の家計簿
麒麟の翼 劇場版 新参者
ＨＯＭＥ 愛しの座敷わらし
パイレーツ・オブ・カリビアン 生命の泉
３．１１ 東日本大震災激震と大津波の記録
ＴＨＩＳ ＩＳ ＩＴ
ライオン・キング スペシャル・エディション

メリダとおそろしの森
コクリコ坂から
カーズ２
ハッピーフィート２
ドラえもん のび太と緑の巨人伝
ウルトラマンコスモス ファーストコンタクト
化けくらべ

◆ DVD

４月２３日は「こども読書の日」です！！

「２月２１日（木）：向原・わかば保育園」
出前おはなし会に行ってきました！

標語 「たくさん読んで  大きくなれ」

たのしいね！

ほか

※DVDは4月2日（火）より貸出しを開始します。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

おわびと訂正
広報やまきた３月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。

【誤】永雨降る川面を流れくる霧の濃く又薄くベールのように　　　藪田テル
【正】氷雨降る川面を流れくる霧の濃く又薄くベールのように　　　藪田テル

かわも

かわも

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

は る と

あ や と

は や と

め い さ

萩　原　稲　葉　晴　大（男）友　弥・リ　サ
班　目　由　井　礼　人（男）知　樹・るい子
原耕地　難　波　勇　人（男）吉　生・えりか
上本村　石　田　芽衣佐（女）康　幸・純　子

※今回の掲載分は、平成２５年２月１６日から平成２５年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　平　田　節　子（女）８５歳　本　人
上清水　　岸　　　勝　雄（男）８７歳　　〃　
万　随　　石　橋　祥　宏（男）５０歳　　〃　
城　山　　松　永　新　司（男）８４歳　　〃　
怒杭文化　室　伏　　　聖（男）７１歳　　〃　
　宿　　　山　川　明　子（女）７８歳　　〃　
尺里東　　村　田　宏　彰（男）８１歳　　〃　
水　上　　齋　藤　三　郎（男）８９歳　　〃　
神　縄　　山　﨑　　　夫（男）８７歳　　〃　
峰　下　　岩　井　　曻　（男）８８歳　　〃　
　畑　　　浅　見　ヤ　ス（女）９８歳　　〃　
　〃　　　清　水　　　な（女）100歳　　〃　
堂　山　　和　田　靜　江（女）９６歳　照　治
田屋敷　　小　川　シズヱ（女）９０歳　洋　一
宮　地　　瀬　戸　康　之（男）５１歳　のぶ子
上本村　　池　田　　　子（女）８８歳　謙　治
下本村　　　　野　ト　シ（女）９７歳　泰　宏
　〃　　　片　瀬　タ　カ（女）106歳　　隆　
谷　ケ　　籔　田　千代江（女）８４歳　　旭　
尾　崎　　佐　藤　トミヱ（女）８９歳　　敬 山北　126mm（195mm）

三保　  73mm（199mm）
山北　03.8℃（03.3℃）
三保　03.5℃（03.1℃）

※（　）内は平成24年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,667人
5,993人
11,660人

（－01人）
（－11人）
（－12人）

世帯数　4,237世帯（ 7世帯）

　　　　　　　　　　　　　　　若林 久人 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として　川崎市 清田 憲央 様
10,０００円

水源林整備のため　アサヒビール㈱ 横浜統括支社 様
1,400,０００円

教育振興のため　温故会 様
１４５，９３７円

観光振興に関する事業のため
（ふるさと応援寄附金）
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入選作品紹介（敬称略）
２０１２年「山北の観光写真コンクール」の審査が行われ、応募者
４２名、応募作品１９７点の中より、１１点の入賞作品が決定しました。
入賞作品は町の観光やＰＲに広く活用されます。

作品は、平成２３年１２月２６日から平成２４年１２月２５日までの１年
間に、山北町における風景、史跡、行事等を対象に撮影されたもの
です。

入選作品は、３月３０日から４月１３日に健康福祉センターにて展示
され、４月６日（土）に表彰式が行われます。

【推薦】　冬の滝　　鈴木　要（山北町）

【特選】　耐える
　　　　両角　泰　（南足柄市）

【特選】　まちきれなーい
　　　　中西　一郎　（開成町）

【山北の滝賞】
　滝神事
　齋藤　啓裕　（松田町）

【丹沢湖賞】
　秋彩湖景
　室伏　功夫　（山北町）

【特選】　お峯入り２０１２
　　　　山崎　泰　（山北町）

【入選】
万灯輝く山北駅　
　　　　　石井　良二　（南足柄市）
放たれた矢
　　　　　平野　史子　（大井町）
夕やけ賛歌
　　　　　米山　厚美　（山北町）
憧憬の郷
　　　　　石川　二六　（山北町）
秋嶺
　　　　　中嶋　亨一　（小田原市）

「町内幼稚園・保育園の卒園児」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、町内の幼稚園・保育園を卒園した全園児を撮影しました。
　卒園おめでとうございます。楽しかった思い出や、将来の夢を立派に話す
園児の姿に、卒園式会場は感動で包まれていました。
　春からはピカピカの小学生ですね。一段と大きく健やかに成長していってく
ださい。


